
●｢道徳を他人まかせにしちゃいけない」

９月に北野武さんが書いた『新しい道徳』(幻冬舎)という本が話題になっています。学校の道徳

教育について、痛烈に、痛快に批判しています。道徳の教科化を前に、私たちも大いに考えさせら

れる本です。後書きの一部を紹介します。

道徳教育を徹底しないと、子どもがおかしくなってしまうなんていうのは、年寄
りの錯覚でしかない。錯覚でしかないのだけれど、彼らはそれを｢いいこと｣だと思
い込んでいる。だから、それを子どもたちに教え込もうとする。いいことをすると
気持ちがいいから。そんな年寄りの戯言に耳を貸す必要はない。古くさい道徳を子
どもに押しつけたって、世の中は良くなんかならない。そんなことより、自分の頭
で考え、自分の心で判断できる子どもを育てる方が大切だろう。そのためには、ま
ず大人が自分の頭で考えることだ。道徳を他人まかせにしちゃいけない。

私たちも、子どもの教育に責任を持つ教職員として、道徳を他人まかせにす

ることはできません。組合でも、道徳教育のあり方について、釧路合研のテーマ討論で議論したり、

北海道道徳教育フォーラムに代表派遣したり、学習、討議をしてきました。

●9.14釧路革新懇９月例会～国が進める道徳教育の問題点を確認しました

釧路革新懇９月例会では、教育大戸田先生が安倍政権の教育

政策について報告したあと、斎藤書記次長が道徳教育の問題点

について報告しました。「私たちの道徳」を取り上げながら、様

々な手法で一定の価値観(規範意識､公共の精神､愛国心)へと誘

導していることなどを指摘しました。合わせて、教科学習の教

科書も道徳教育の影響を受けていることを指摘しました。そし

て、道徳教育では、自分や世界が分かり、自分らしく、人間らしく生きることを励ます教育をこそ

大切にしたいとの思いを参加者と共有しました。組合員、元組合員の先生も多数参加し、学習を深

めました。

●釧路合研テーマ討論「道徳の教科化をどう考えるか」

今年の釧路合研では、道徳教育についてのテーマ討論も設定

しました。パネラーは、廣田健先生(釧教大)、藤田真一先生(鶴

野小)、古川晃男先生(富原小)の３名にお願いしました。この分

科会には20名が参加し、学び合いました。

始めに廣田先生が、道徳の教科化に至る歴史を端的に報告し



ました。戦前の修身科に変わって子どもたちの倫理的、道徳的価値観を養う教科として構想された

のが実は社会科であるということが、大事なポイントだと感じました。特定の価値観を知識として

押しつけるのではなく、科学的認識と民主主義の実践的力量を結びつける学びが大切です。

現場からの報告として、藤田先生と古川先生の２名が報告しました。両者ともに「道徳を学ぶ題

材は子どものくらしの中にある」として、具体的な子どもの姿や生活場面との関わりで道徳教育へ

の思いを報告しました。参加した学生に、子どものころに受けた道徳の時間について聞いてみると、

具体的な内容はほとんど覚えていないと言います。それよりも、学級生活の具体的な問題について

話し合ったことの方がはっきりと記憶に残っているのです。生き方を学ぶ上で、道徳の徳目的知識

を学ぶことと生活の具体を学ぶことと、どちらが意味のある学びであるか、この学生の話からも確

かめることができるのではないでしょうか。

学生の中には、賛成、反対、それぞれのメリット、デメリットをちゃんと勉強して理解してから、

自分の意見について考え判断したいという意見がありました。私たちも同じだと思います。道徳の

教科化について、その内容、ねらいをよく知ることが大切です。道徳の教科書の雛形となるように

作成されている「私たちの道徳」も、改めて読み返して、考えていきましょう。そして、仲間とと

もに、目指したい道徳教育について語り合いましょう。
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「かぼちゃのつる」は『小学校道徳の指導
資料第３集第１学年』(文部省)にある道徳の
指導用教材です。各社の副読本にも転載され
ている、小学校道徳の定番教材です。この教
材では、かぼちゃがつるをのばすことを｢わ
がまま｣と意味づけています。その｢わがま
ま｣の結果、かぼちゃはつるを切られて泣い
てしまいます。自業自得ということです。
副読本の出版社はこの教材について「謙虚

に人の意見や忠告に耳を傾け、素直に反省し
考えることに気付かせたい」としています。

はたして、かぼちゃがつるをのばすことは、｢わがまま｣なの
でしょうか？
つるを伸ばすのはかぼちゃの持つ性質です。決してわがま

までのばしているのではありません。それよりも、道路には
み出るような畑の作り方にこそ問題があるのではないでしょ
うか。枠からはみ出る行動を「わがまま」と規定して徳目的
に指導すると、そのように見える友だちの行動を批判的に見
るようになってしまいます。

一方「かぼちゃのつるが」は、かぼちゃがつるをのばす様を非常に生き生きと力強く表現しています。｢葉をひろげ｣｢は
い上がり｣を繰り返し、｢竹をしっかりにぎって｣｢空をつかもうとしている｣と、休みなく成長し続ける姿を擬人化して描い
ています。｢かぼちゃのつるが｣という題名はこの詩の主語を表し、この後に述語が続く形になっています。そうして初行か
ら終行まで途切れることなく一文のみで表現される詩の形は、そのまま、休むことなく成長し続けるかぼちゃのつるのイメ
ージを生み出しています。
この詩では、かぼちゃがつるをのばすことを、その生命力の力強さとして意味付

けています。かぼちゃがつるをのばすことは、よりよく生きるための条件を自ら作
り出す、そういう生命の営みです。
教室での子どもの姿も、意味づけの仕方によって、私たちの関わり方も変わって

きます。「わがまま｣という意味づけをすると、学習規律によって押さえつけてい
くことになります。それよりも、子どもがよりよく生きようとする姿として意味付
けることで、一人ひとりが輝ける教室環境を作っていきたいと思いませんか。

か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る

大
蔵
宏
之

か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る
は
、
ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん

ぐ
ん
の
び
て
い
き
ま
し
た
。

（
は
ち
）
「
か
ぼ
ち
ゃ
さ
ん
、
こ
っ
ち
へ

の
び
て
は
だ
め
で
す
。
こ
こ
は
ひ
と
の

と
お
る
み
ち
で
す
よ
。
」

（
か
ぼ
ち
ゃ
）
「
そ
ん
な
こ
と
か
ま
う
も

ん
か
。
」

（
ち
ょ
う
ち
ょ
）
「
か
ぼ
ち
ゃ
さ
ん
の
は

た
け
は
、
ま
だ
、
あ
い
て
い
ま
す
よ
。
」

（
か
ぼ
ち
ゃ
）
「
あ
っ
ち
へ
の
び
た
い
ん

だ
。
お
せ
っ
か
い
し
な
い
で
く
れ
。
」

（
す
い
か
）
「
こ
こ
は
、
わ
た
し
の
は
た

け
で
す
よ
。
」

（
か
ぼ
ち
ゃ
）
「
け
ち
け
ち
す
る
な
。
ち

ょ
っ
と
く
ら
い
い
い
だ
ろ
う
。
」

（
い
ぬ
）
「
こ
こ
は
、
み
ん
な
の
と
お
る

み
ち
だ
よ
。
こ
ま
る
な
あ
。
」

（
か
ぼ
ち
ゃ
）
「
ま
た
い
で
と
お
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。
」

ブ
ル
ブ
ル
、
ブ
ル
ン
。

ト
ラ
ッ
ク
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
タ
イ

ヤ
が
、
ぷ
つ
り
と
か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る
を

き
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
か
ぼ
ち
ゃ
）
「
い
た
い
よ
う
、
い
た
い

よ
う
。
あ
あ
ん
、
あ
あ
ん
。
」

か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る
が

原
田
直
友

か
ぼ
ち
ゃ
の
つ
る
が

は
い
上
が
り

は
い
上
が
り

葉
を
ひ
ろ
げ

葉
を
ひ
ろ
げ

は
い
上
が
り

葉
を
ひ
ろ
げ

細
い
先
は

竹
を
し
っ
か
り
に
ぎ
っ
て

屋
根
の
上
に

は
い
上
が
り

短
く
な
っ
た
竹
の
上
に

は
い
上
が
り

小
さ
な
そ
の
先
た
ん
は

い
っ
せ
い
に

赤
子
の
よ
う
な
手
を
開
い
て

あ
あ

今

空
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
る


